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巻は、古都ガオのうち捨てられた一角の地中から、古く 9 世紀から 10 世紀頃に遡るとされる巨大
な石造りの建造物が掘り出されるところである。著者によればこれは西アフリカ最古の王宮と考
えられるものとのことだ。調査成果のエッセンスをテンポよく述べる語り口に、著者が調査に込
めた熱意と喜びが感じられるところも本書の魅力である。 
2011 年に始まったマリ危機の際に、マリ北部の荒涼たる風景が国際映像を通して繰り返し伝え
られた。武装蜂起、誘拐、空爆などといった現実政治と結びついた荒々しい振る舞いを捉えた報
道映像のなかに、この地域の往事の豊かさを感じとるのは難しいことだった。あたかも戦争とい
う圧倒的な現実は、過去への想像力までもやすやすと奪い去ってしまうかのようであった。しか
し、その豊かさが疑いなく現実に存在したことを本書に示された発掘の成果は再確認させてくれ
る。その意味で本書は、武力紛争に屈しない想像力の大事さを伝えてくれる本でもある。広い読
者にお勧めしたい一冊である。 
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